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群  外国語科目群 分野(分類)    使用言語  日本語 

旧群  C群 週コマ数  1コマ 

対象学生  全学向 配当学年  全回生 

単位数  2単位 

  開講年度・
  開講期   2025・後期 曜時限  月2 

授業形態  演習（外国語）（対面授業科目） 

 

 [授業の概要・目的]
簡単な読みもの・作文、やさしい会話、ビデオ教材の使用などを通して、ドイツ語を話す人々の文
化や思考法を知ることを目的とする。

 [到達目標]
簡単なドイツ語のテキストが、辞書を引きながら読めるようになることを目標とする。日常的に使
用頻度の高い語を覚え、短文が書けるようになる。

 [授業計画と内容]
教科書配列に従って、前期は第6課から第10課までを扱う。

１．第６課：動詞の三基本形・現在完了形・過去形・従属接続詞・分離動詞・非分離動詞・昨日し
たことを表現するなど
２．第７課：非人称のes・形容詞の格変化・比較・再帰代名詞・買い物表現など
３．第８課：指示代名詞・定関係代名詞・zu不定詞・不定関係代名詞・理由を説明するなど
４．第９課：受動文・序数・期日を聞き取るなど
５．第１０課：接続法・空港でのやり取りなど

各項目について2回前後の授業で取り組む予定である。
授業はフィードバック日を含み15回行う。

 [履修要件]
「全学共通科目履修の手引き」を参照してください。

 [成績評価の方法・観点]
成績評価については、学期末試験（50％）、平常点（50％）などに基づく総合評価とする。成績評
価基準の詳細については授業中に説明する。

 [教科書]
田原憲和、飛鳥井雅友、井尻樂、Jacqueline Porst 『ドイツ語+α　コミュニケーション』（郁文堂、
2018年）ISBN:978-4-261-01268-2
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
各課の文法事項を確認した後、毎回本文の和訳と練習問題を課題とする。範囲は授業時間内に指示
する。辞書を用いた予習は必須である。

 [その他（オフィスアワー等）]
 

 [主要授業科目（学部・学科名）]


